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研究目的

② 在宅部のチーム連携の取り組み

① 事業所と地域が連携する必要性

③ 実際の地区の課題と事業所が担った連携

地域貢献事業を行う上で、在宅部会の取り組みから
１．チームで地域貢献を考える事のメリット
２．地域づくりを推進する為に必要な事
３．30年後も選ばれる法人の為に必要な取り組み
の3点を明らかにする

内容



植木鉢モデルで連携する必要性を理解する
葉っぱ

地域包括ケアシステム
のコンセプト

専門職

地域の人々土

① 事業所と地域が連携する必要性

©三菱UFJリサーチ&コンサルティング「＜地域包括ケア研究会＞地域包括ケアシステムと地域マネジメント」
（地域包括ケアシステム構築に向けた制度及びサービスのあり方に関する研究事業）、平成27年度厚生労働省老人保健健康増進等事業、2016年



在宅部会議の目的

目的
月１で在宅部署が集まり情報共有を行う事で
地域課題の把握を行う。

葉っぱ
（専門職）

② 在宅部のチーム連携の取り組み

各部署の専門職が地区の情報を共有する事は

【 】
メリットがある

広い視野で地域課題に気付く事が出来る



地区の課題について

地区懇談会とは・・
→地域住民が地域における課題を話し合う場

目指す地区
（こんな地区にしたい）

・地域を我が事として考える事が出来る地域
・互いに助け合って暮らせる地域
・住民全員が活躍できる地域
・認知症の理解がある地域

地区に必要な社会資源

（こんな活動があったら
いいな）

・買い物やサロンに行く為の移動手段に困っ
た方への移動支援
・常時気軽に集まれる場所
・地域と福祉施設が交流できる場

土
（地域住民）

③ 実際の地区の課題と事業所が担った連携





事業所と地域が連携をする事とは・・

③ 実際の地区の課題と事業所が担った連携

目指す地区
（こんな地区にしたい）

・地域を我が事として考える事が出来る地域
・互いに助け合って暮らせる地域
・住民全員が活躍できる地域
・認知症の理解がある地域

地区に必要な社会資源

（こんな活動があったら
いいな）

・買い物やサロンに行く為の移動手段に困っ
た方への移動支援
・常時気軽に集まれる場所
・地域と福祉施設が交流できる場

葉 土

（専門職） （地域住民）

地域住民から
「八生会があって良かった」
と言われる様になった

地域にある介護の施設ではなく

【 】
として一緒に目指す地域を創り上げていく

事業所も地域住民



取り組みを植木鉢モデルでまとめた気付き

地域課題から事業所の担う役割を、法人内他職種で検討する事で、
【 】自身の所属部署だけでは見えない視点に気付く事が出来る

地域づくりを推進していく為に
【 】事業所も地域住民として地域を創り上げる意識を持つ

３０年後も選ばれる法人を目指すために必要なのは
【 】法人が地域にあってよかったと思ってもらえる取り組み



地域の方に響き、様々な場で地域住
民が関わってくれる様になった

運営推進会議（地域住民に対し活動報告）の場で

90代女性

ここに来れて良かった。毎日楽し
いです。

ありがとうございます
ここにいる皆さんにどうしてもそ

れを伝えたかったです

八生会がここに
あって良かった



つながりが地域の未来を創る
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